




ダンパの等価剛性も大きく関係する。ここではこれらの
材料特性と減衰性能に関する考察を行う。
　まず，キールダンパが取付けられた橋桁を，図 8に示
すような両端に回転複素ばね k(1 ＋ηj) を有する長さ L，
曲げ剛性 EI，単位長さ当たりの質量 mのはりでモデル化
する。
ここで，次の無次元量

　�



モデル橋の一般図を図 10に示す。
3．1　解析モデルの説明

　解析は 3次元 FEMモデルで行い，図 11に示す曲げと
ねじれの 1次モードに対する効果を調べた。橋梁部はシ
ェル要素でモデル化した。キールダンパはその概略寸法
を図 12に示すものとし，板状部材にはシェル要素を，
制振樹脂の部分はソリッド要素でモデル化した。キール
ダンパが無い場合の橋梁の固有振動数は，曲げ



減衰比は最大となり，それぞれ 7.8％，6.7 ％にもなる。
一方，耐風設計便覧によると，支間長 59.6m の橋梁では


